
原生花園園地跡地における湿原植生の回復
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原生花園園地跡地における事業進捗

平成25年5月26日撮影

サロベツ原生花園園地跡地周辺の空中写真

平成18年10月30日撮影

施設撤去後

①施設撤去後の原状回復を
目的として植生回復試験を
実施。

②平成22（2010）年12月～
平成23（2011）年6月にか
けて、施設の撤去および表
土の掘削、泥炭の一部投入
等の再生工事を実施。

③現在はその効果を確認す
るためのモニタリングを継続
中。
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木道の撤去



2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

ビジターセンター跡地の修復 既設木道の撤去

事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

試験施工

結果の評価

対策工の計画・設計

植物調査
地下水位・水質調査

植物調査
地下水位・水質調査

盛土表層の剥ぎ取り

施工

地下水位・水質調査

植物調査
地下水位・水質調査

植物調査
地下水位・水質調査

植物調査
地下水位・水質調査

対策工の補修設計

対策工の補修施工開始

植物調査
地下水位・水質調査

対策工の補修施工完了

植物調査
地下水位調査

結果の評価

植物調査
地下水位・水質調査

植物調査

植物調査

植物調査

植物調査

植物調査

植物調査

植物調査

結果の評価

植物調査
地下水位調査

中間評価

中間評価

事業進捗状況
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施設の撤去
表土の掘削、
泥炭の投入等の
再生工事

園地跡地では、試
験区の境界盛土に
侵食が各所でみら
れたことから、泥炭
の盛土、植生ネッ
トや土のうによる
補修を実施

2013年8月

2015年11月

2016年9月



調査地点位置図

原生花園跡地

木道設置跡
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（2016年まで調査）

（2016年に設置）

（2016年に設置）

調査項目 目標 指標

植物
（再生対象）

在来の湿性種
で構成される

現状の生育種に
湿原植生が加わ
り維持される

外来植物や路
傍の種が繁茂
しない

外来植物や路傍
の種が確認され
ず他種が増加

※「平成23年度サロベツ自然再生事業水抜き水路
堰き止め工調査設計等業務報告書」等より設定

周囲の高層湿原と
調和する湿原植生
を回復させる



木道跡地における植物の変化と結果・評価

・各調査地点で、ミズゴケ類の植被率が増加傾向にあり、ハクサンスゲ、ヌマガヤ、ミカヅキグサ、ヤチヤナギ、
モウセンゴケ、ツルコケモモなどの高層湿原評価指標種も出現している。
・新たに設置した対照区と比較すると、各調査地ではミズゴケ類やホロムイスゲ等の生育が認められる一方で、
裸地にいち早く定着するミカヅキグサ等の植物種も混生しており、植生遷移の途上にあると考えられる。
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植
被
率
合
計
（
%）

（対照区）

（対照区）

・対照区と比較すると植生遷移途上といえる。引き続き中長期的な視点で

モニタリングを継続。

・植生は順調に回復。

2011/07/27
撤去直後

2017/08/23
6年後



水位標柱

水位計

植生調査

水位計

凡例

原生花園園地跡地 調査地点詳細図

東水位観測孔
（既設）

原生花園水位観測孔

A区画 B区画 C区画 D区画

掘削20cm

泥炭なし

掘削50cm

泥炭30cm

掘削30cm

建物跡に
泥炭を撒き出し

掘削なし

一部植生残置

建物跡に
泥炭を撒き出し

西水位観測孔
（既設）

No.6

No.7

No.8 No.9

No.10

No.11No.12
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原生花園園地跡地 植生の変遷

2011/07/27
1年目

2013/7/17
3年目

A区画 Ｂ区画 Ｃ区画 Ｄ区画

・Ｂ区画は泥炭を撒き出して地表面が高くなったため、冠水はみられない。植生回復が顕著であったが、種組成が
単調化傾向にある。
・Ｃ、Ｄ区画の泥炭を撒き出した範囲（建物跡）では植生回復状況は良好。
・Ａ、Ｃ、Ｄ区画の掘削面は冠水しており、開放水面がみられるものの、植生回復が少しづつ進行している。

2017/8/27
7年目
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原生花園園地跡地における結果・評価

場所 調査項目 指標 結果

A区画
掘削なし

植物
（再生対象）

・現状の生育種に湿原
植生が加わり、維持さ
れる
・外来植物や路傍の種
が確認されず、他種が
増加する

・開水面では植生回復が緩慢、ガマ、フトイ等の抽水
植物が生育
・外来植物や路傍の種は繁茂していない

B区画
掘削50cm、
泥炭30cm

・植被率は回復したが、種組成が単調化傾向にある
・クサヨシが牧草由来の可能性がある

C区画
掘削30cm、
建物跡に泥炭

・泥炭撒き出し領域の植生回復は良好
・開水面では植生回復が緩慢
・外来植物や路傍の種は繁茂していない

D区画
掘削なし（一
部植生残置）、
建物跡に泥炭

・泥炭撒き出し領域の植生回復は良好
・開水面では植生回復が緩慢、ガマ、フトイ等の抽水
植物が生育
・外来植物や路傍の種は繁茂していない
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※指標は「平成23年度サロベツ自然再生事業水抜き水路堰き止め工調査設計等業務報告書」等を参考に設定

・適度な冠水のある高さ（夏季に干上がらない）への泥炭撒き出しが効果的。

・今後は、より好ましい水位条件や泥炭の撒き出しを検討。



2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

2025年

2026年

2027年

2028年

2029年

2030年

対策の検討

測量

対策設計

中間評価③

施工

植物調査

中間評価②

植物調査
地下水位調査

植物調査
地下水位調査

植物調査
地下水位調査

中間評価①

植物調査

植物調査
地下水位調査

中間評価②

最終評価

植物調査
地下水位調査 植物調査

最終評価

地下水位調査

地下水位調査

地下水位調査

地下水位調査

地下水位調査

ビジターセンター跡地の修復 既設木道の撤去今後の実施計画
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①園地跡地

植生回復手法に関する

一定の成果が得られて

おり、地下水位と植生回

復の関係を踏まえた新

たな対策案を検討。モニ

タリングを継続し、目標

の達成状況を評価する。

②木道撤去跡

継続的にモニタリング

を実施し、中長期的な観

点での植生変化を確認。


